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議員名
○賛成　　×反対　　－棄権
※議長は表決に参加しない。
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令和７年度一般会計予算（可決） × × × × 〇 〇 〇 〇 〇

長
議

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
令和７年度国民健康保険特別会計予算（可決） × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
令和7年度水道・下水道事業会計予算（可決） × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
18歳までの医療費窓口負担撤廃を求める陳情書（不採択） 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 × × × × 〇
消防力の整備強化と防災対策の充実を求める意見書（可決）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇
高額療養費の負担上限額引き上げの撤回を求める意見書（否決）〇 〇 〇 〇 × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇

2025年第１回定例会　星取表

　
２
０
２
５
年
度
予
算
は
総

額
８
５
５
億
円
。
人
口
増
を

反
映
し
、
市
税
収
入
だ
け
で

21
億
円
も
増
額
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
く
ら
し
が
大

変
な
中
、
学
校
給
食
費
で
２

億
円
、
国
保
料
で
３
億
円
の

負
担
増
を
市
民
に
押
し
付
け

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
様
化
す
る
市
民

要
望
等
へ
の
対
応
は
40
億
円

も
減
額
（
２
年
連
続
）
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
補
聴
器

購
入
費
助
成
な
ど
新
制
度
を

創
設
し
て
も
、
利
用
し
づ
ら

い
条
件
付
き
。
防
犯
機
能
付

き
電
話
の
購
入
費
助
成
な
ど

東
葛
地
域
で
は
流
山
市
だ
け

未
実
施
で
す
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
観
光
事

業
な
ど
市
長
肝
い
り
の
事
業

へ
の
多
額
な
税
金
投
入
に
加

え
、 

Ｔ
Ｘ
沿
線
開
発
と
そ
れ

に
伴
う
関
連
事
業
へ
の
投
資

な
ど
が
あ
り
、
日
本
共
産
党

は
反
対
し
ま
し
た
。

●
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
費
助
成
や
、
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
宅
へ
の
人
感
セ
ン
サ
ー
設
置
、
高
齢

者
な
ん
で
も
相
談
室
の
職
員
増
員

●
地
域
子
育
て
支
援
施
設
の
新
設
や
、
ひ
と
り
親

家
庭
な
ど
の
学
習
支
援
対
象
拡
大

●
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
継
続
運
行
に
向
け
た
取
り
組
み

●
老
朽
校
舎
の
改
修
や
、
救
急
隊
の
増
隊
、
他

　
地
域
防
災
力
の
向
上
は
、
多
く
の
市

民
の
願
い
で
す
。
し
か
し
流
山
市
の
取

り
組
み
を
不
安
視
す
る
声
が
子
ど
も

（
議
会
報
告
会
な
ど
）
か
ら
も
聞
か
れ

て
い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
の
追
及
に
よ
り
、
飲
食

店
組
合
や
入
浴
施
設
と
の
災
害
協
定
の

拡
大
は
前
進
し
た
も
の
の
、
自
助
と
他

自
治
体
・
自
衛
隊
か
ら
の
支
援
に
依
存

す
る
流
山
市
。
指
定
避
難
所
で
の
避
難

者
は
人
口
の
５
％
（
１
万
人
余
）
し
か

想
定
せ
ず
、
段
ボ
ー
ル
等
の
ベ
ッ
ド
備

蓄（
26
年
３
月
末
）は
た
っ
た
３
０
０
台
。

指
定
避
難
所
の

半
数
に
防
災
備

蓄
倉
庫
が
な
く
、

災
害
弱
者
の
避

難
計
画
も
９
割

が
未
策
定
で
す
。

抜
本
的
強
化
へ
、

世
論
と
運
動
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。

　
世
界
的
に
も
注
目
を
集

め
る
「
核
な
き
世
界
」
の

実
現
や「
多
様
性
の
尊
重
」

で
は
、
大
き
な
前
進
が
あ

り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
原
爆
投
下
か

ら
80
年
。
日
本
被
団
協
の

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
が

大
き
な
力
と
な
り
、
核
兵

器
廃
絶
の
運
動
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
核
兵

器
禁
止
条
約
第
３
回
締
約

国
会
議
へ
の
参
加
を
取
り

や
め
た
日
本
政
府
に
、
非

難
の
声
も
聞
か
れ
て
い
ま

す
。
議
会
で
は
、
日
本
共

産
党
の
質
問
に「
残
念
」

と
市
長
が
答
弁
。「
平
和

予算化されました予算化されました

施
策
の
充
実
を
は
か
り
、

戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の

尊
さ
を
伝
え
続
け
る
」
と

表
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
が
「
性
別
は
男
性
・
女

性
の
二
つ
の
み
」
と
発
言

し
、
多
様
性
を
否
定
し
て

い
ま
す
。
日
本
共
産
党
の

質
問
に
、「
人
権
を
踏
み

に
じ
る
発
言
は
大
変
遺

憾
」
と
市
長
が
発
言
。
当

事
者
に
勇
気
を
与
え
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

核兵器禁止条約第３回締約国会議の様子＝３月３日ニューヨーク

願い実現に全力願い実現に全力願い実現に全力願い実現に全力

日本
共産党

「核なき世界へ」「多様性の尊重を」

平和平和を守り、を守り、人権人権いかすいかす政治政治をを

2025年度
予算

負担増に　　　　対決

「
震
度
７
」を
想
定
し
、

　
　
　
　
対
策
の
強
化
を

「
震
度
７
」を
想
定
し
、

　
　
　
　
対
策
の
強
化
を
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